
対象：データセンター・クラウド施設の経営層／施設管理責任者／エネルギー担当者 様

「冷やすコスト」を、建物から根本解決する。

データセンター向け

〈省エネトリプルプラン〉

①屋根：省エネトリプルガードコート

②室外機省エネプラン

③窓ガラスコーティング

PUE 改善

建物遮熱で冷却効率を向上

30 %～40％以上

室外機周辺・遮熱断熱施工で空調費削減
屋根からの遮熱・断熱で空調費削減
窓の遮熱断熱で区長費削減

3 年前後～7年前後

投資回収

省エネしながら、サーバーを守る。これからのデータセンター戦略。



データセンターは“電力を最も消費する建物”である

1,000 TWh

2026年のDC世界電力消費量

日本の年間総電力に匹敵（IEA予測）

10–20 %

2050年の日本国内電力消費に占めるDC比率

関西・中部エリア丸ごとに相当（OCCTO）

50–70 %

DC運営コストに占める電気代の割合

電気代がDC収益性の生命線

DCの電力消費は、アルミ・鉄鋼・セメント・化学を“合計しても上回る”規模に向かう

AI需要の爆発 ChatGPT 1回の応答はGoogle検索の約10倍の電力。生成AIサーバーは10年で電力消費100倍超の試算（JST／IEA）。

24時間365日稼働 DCはサーバー稼働＋冷却の両方で連続消費。停められない＝省エネしないと電気代は青天井に上がり続ける。

新増設だけでは追いつかない OCCTOによれば日本でも2033年度までに+407億kWhの増加見込み。既存DCの効率改善（PUE改善）
が国策レベルで急務。
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AIの時代・急増するデーターセンター



データーセンターの電力消費量は“倍増”し続ける ― 2018→2030
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世界のデータセンター電力消費量（TWh） 2026年で日本1年分

世界のDC電力消費が1,000TWhに到達。これは日本
の年間総電力消費量に匹敵する規模。

12年で約15倍

2018年(183TWh)→2030年予測。AIサーバーの電力
消費は10年で100倍超の試算も（JST／日経）。

規制リスク顕在化

アイルランド：新規DC接続を制限。ドイツ：住宅
地でDC許認可制限。電力効率の数値化が問われる
時代。

※ 出典：科学技術振興機構（JST）、IEA「Electricity 2024」「Energy and AI 2025」、OCCTO、日本経済新聞（2024年）
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冷却障害＝即・事業停止 ― 過去に実在したDCインシデント

2025年11月

CME（米シカゴ商品取引所）

CyrusOne運営DCの冷却障害で先物・オプション取引が約10～11時間
停止。S&P500先物・米国債・為替まで影響。

影響：金融市場が約10時間ストップ

出典：日経新聞、Bloomberg、DC Café

2019年8月

AWS東京リージョン

空調設備管理システム障害でEC2サーバーがオーバーヒート停止。約6
時間にわたり影響。

影響：30社以上のサービスが停止・QR決済・郵便局・通販まで波及

出典：Ops Today、DNPセキュリティレポート

2023.11 /  2024.3

Cloudflare（米PDX01）

Flexential社運営DCで電源障害が5か月で2度発生。冗長系もカスケー
ド障害で全停止。

影響：コントロールプレーン全停止 ― 同社の信頼に深い傷

出典：Cloudflare公式ブログ

2025年9月

韓国 国営DC（中部）

UPSバッテリー火災により施設停止。約70の政府サービスが利用不能
に。首相が直接対応指示。

影響：国家行政サービスが広範囲に停止

出典：DC Café

ハードウェアが堅牢でも、“冷却”が止まれば全システムが落ちる。これがDCの最大の物理リスク。
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なぜ“冷却が止まる”だけで全てが崩壊するのか

CPU/GPU温度と熱暴走

100℃〜 熱暴走発生

発熱が更なる発熱を呼び、温度制御不能。
CPU/GPUが使用不能に。

85–100℃ 性能低下

サーマルスロットリング。
処理速度が自動低下。

70–85℃ 高負荷常態

AI推論／高密度ラックでの常態。
冷却能力が問われる。

〜70℃ 正常稼働範囲

適切な冷却が機能している状態。

冷却停止 → サービス停止の連鎖

1
屋根・室外機の蓄熱

夏季の屋根表面は60℃超。室外機周辺は熱風で40℃超。

2
冷媒高圧化＆高圧カット

室外機が冷却しきれず、圧縮機の上限圧到達で強制停止。

3
精密空調・チラー停止

1台の高圧カットが連鎖。サーバー室の冷却能力が喪失。

4
CPU/GPU 100℃超

AIサーバーは数分～数十分で危険温度域に到達。

5
システムダウン

サーバー停止／データ損失／顧客SLA違反／信頼失墜。
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データセンターが直面する 4つの複合課題

01

BCP（事業継続計画）

サーバー停止＝事業停止・顧客データ損失に直結

冷却系の高圧カット・熱暴走は最大の物理リスク

24時間・365日の冷却安定性が経営の生命線

02

電力コストの高騰

電気代はDC運営コストの50～70%を占める

燃料調整費・再エネ賦課金が重荷に

PUE改善による電力効率化が最優先対策

03

脱炭素・ESG対応

大手クラウド・金融機関から再エネ・省エネ要求

PUEは投資家・取引先への重要な開示指標

CO2削減と電力効率の両立が競争力に直結

04

建物・設備の長寿命化

修繕工事費は年々上昇。先送りほどコスト増

DC特有の精密空調・UPS環境の保護が必要

外装コーティングによる予防保全が不可欠

冷却インフラの安定性と省エネ効率の最大化が、DCの収益性と顧客信頼の根幹を形成する。
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PUEとは何か ― データセンターの“電力効率”指標

PUE = Power Usage Effectiveness

PUE  =
施設全体の消費電力

IT機器の消費電力

低いほど高効率

PUE目安

1.0 理想値（IT機器のみ）

1.2〜 最先端DC（超効率）

1.4〜 国内平均

1.8〜 旧式DC（非効率）

建物遮熱断熱 → PUE改善の連鎖反応

1

外装3点に施工

屋根・窓・室外機周辺を遮熱断熱

2

外来熱を遮断

屋根/窓からの熱侵入を最大30℃
低減

3

冷却負荷低減

精密空調・チラーの処理負荷が
大幅低減

4

PUEが改善

施設全体の消費電力が削減

5

電気代+CO2削減

ESGスコア向上・競争力UP
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DC向け〈省エネトリプルプラン〉— 3か所への統合施工

屋根・室外機・窓の3か所を統合施工。熱暴走ゼロ・PUE改善・電気代削減を同時実現。

省エネトリプルガードコート

5層構造の高耐候ポリウレア。屋根面温度を
最大35～40℃低減し、サーバー室への熱侵入
をシャットアウト。20年耐候性。

冷却負荷 最大10〜15%削減

② 室外機 遮熱・断熱施工

室外機省エネプラン

3工程トリプル施工で高圧カットを防止。チ
ラー・精密空調の効率（COP）を改善。空調
費15%前後の省エネ実証済み。

空調費 最大15%削減

③ 窓ガラス 遮熱・断熱施工

省エネガラスコート

近赤外線カット・UV遮断・断熱を兼ね備えた
スケッチ製造の窓ガラスコーティング。管理
棟・事務スペースの空調負荷を低減。

窓からの熱侵入を73%カット

「守り（コーティング）」で基礎を固め、PUE改善・電気代削減・建物長期寿命化を同時実現。
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① 屋根 遮熱・断熱施工



屋根：省エネトリプルガードコート ― 4層構造

第1層：防汚コート

遮熱性維持・帯電防止・超親水

第2層：20年耐候遮熱ポリウレア

脂肪族ポリウレア・UV強耐性

第3層：中空ビーズ断熱層

中空ビーズ含有率60%・業界最高断熱

第4層：防錆層

ラストシールド・10年防錆保証

1 確実な資産保護

防錆層+防水ポリウレアの多層構造で建物を物理劣化から保護。

2 20年サイクル超耐候性

脂肪族ポリウレアで10年サイクルを20年へ。修繕コスト半減。

3 業界最高水準の断熱性

中空ビーズ60%含有が熱線を遮断。サーバー室温度を安定化。

4 遮熱・防汚の永続性

防汚コートが日射反射率を長期維持。

屋根からのDC内部への熱侵入を遮断し、冷却負荷の削減とPUE改善を実現します。
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室外機省エネプラン ― 高圧カットゼロ

S t e p  1

ラストシールド

防錆・防水

特殊エポキシ樹脂による長期防錆

室外機・折板の防錆対策に最適

密着性の高い樹脂使用で防水補助

S t e p  2

省エネカバーコート

遮熱・断熱・遮音

85%以上の高反射率で太陽直射熱をブロック

中空シリカビーズ12%（膜中60%）

夜間・冬季の蓄熱も抑制

S t e p  3

スーパーグラスバリア

帯電防止・超親水・赤外線反射維持

黄砂・火山灰等の汚れ付着を軽減

雨や流水で汚れを洗い流す超親水機能

赤外線反射率を長期維持

「高圧カット」とは ― DCにとっての深刻なリスク
室外機周辺が高温になると冷媒が冷却されず、圧縮機が上限圧到達で強制停止。接続する全空調が停止 → サーバー室冷却が止まる → 
熱暴走 → システムダウン。
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窓ガラス遮熱・断熱コーティング― 管理棟の熱負荷遮断

夏：窓から「73%」の熱が入る

73%
問題：未対策の窓から夏の太陽熱が管理棟・監視室へ大量流入。
空調負荷を増大。

施工後

近赤外線カット 90%以上 ／ UVカット 99%

冬：窓から「58%」の熱が逃げる

58%
問題：室内の暖気が外部へ逃げ、暖房効率が大幅低下。年間空調
コストを押し上げる。

施工後

高い断熱性で室温保持 ／ 冷暖房効率を最大化

スケッチ製造の窓ガラスコーティングは既存ガラスへ直接施工。管理棟・監視室の空調コスト削減に即効。
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施工事例と温度計測データ ― サーモグラフィー実証

東京西徳洲会病院 施工事例（室外機・周辺コーティング）

計測箇所 施工前 施工後 温度差

床面（直射） 53.3℃ 30.4℃ ▼22.9℃

室外機表面 39.5℃ 32.8℃ ▼6.7℃

ラックカバー 56.5℃ 33.9℃ ▼22.6℃

塗布 vs 未塗布 43.6℃ 27.9℃ ▼15.7℃

▼22.9℃

最大温度低減（床面）

東京西徳洲会病院 実測

埼玉石心会病院 電気使用量削減データ（2023年年間実証）

20%
年間省エネ実証

施工後11か月で−2,898kWh削減（病床
増築後にもかかわらず減少）

大手コンビニ 3店舗 室外機塗装 省エネ実測

店舗 空調省エネ率

埼玉A店（南西向き直射） ▼22.3%

埼玉B店 ▼5.8%

埼玉C店 ▼4.3%

3店舗平均 ▼6.6%（主幹動力）

室外機が南西向きで直射日光が当たる条件では22.3%の省エネ効果。DCの屋上室外機環境に最適。
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BCP強靭化・PUE改善・LCC圧縮を同時に実現

〈省エネダブルプラン〉は、投資家・顧客・運営チームが注視する経営指標を向上させます。

0
熱暴走リスク ゼロ化

BCPの強靭化

高圧カット防止と室温安定化でサーバー
停止リスクを排除。24時間・365日の稼

働を保証。

↓
PUE改善

電力効率の向上

建物遮熱断熱で冷却負荷を削減。PUEを
改善し、施設全体の電力効率と競争力を

向上。

½
修繕回数 1/2

LCCの劇的圧縮

20年超サイクルへの延長で将来の修繕回
数を半減。キャッシュフロー流出を最小

化。
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投資回収シミュレーション ― DC導入効果試算

試算例：中規模データセンター（年間電気代 1億円）

前提条件 値

年間電気代（施設全体） ¥100,000,000

冷却系の割合（40%） ¥40,000,000

施工面積（屋根+室外機） 約500～1,000㎡

施工コスト（参考） 400万円～880万円

省エネ率（冷却系） 30%

年間削減額（冷却費） 120万円

償却年数 3.3年〜7.3年

10年間の累積削減額 ¥12,000,000

即時ROI

（電気代削減）

施工後すぐに冷却費が削減。年間¥120万規模の節減。

長期ROI

（修繕費削減）

20年耐候性で修繕サイクルが2倍に延長。将来の高騰する修繕費
を半減。

戦略ROI

（PUE・ESG）

PUE改善によるESGスコア向上。顧客・投資家向け競争力指標
が改善。

※ 省エネ率は施設・設備・施工箇所の条件により異なります。施工面積・電気代明細をご共有いただければ個別試算をご提供します。
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他社塗装工事業者では絶対にかなわない、全国一律の品質と管理体制。

① 全国一括窓口

担当者様の管理工数を創的に削減。

②メーカー直販・直接管理

妥協のない最高品質の施力。

③メーカー認定施工店
ネットワーク

全国どこでも同じ品質、同じ保証。

当社唯一無二の強み：「全国責任施工体制」



PUEを改善する。
サーバーを守る。コストを削減する。

これがデータセンターの新しい建物戦略です。

まずは、無料相談・ROI試算から

施工面積・電気代明細をご共有いただくだけでROI試算を提供

テスト施工（無償モニター施工）も対応可能

DC専任チームによる稼働停止ゼロの施工体制

株式会社スケッチビジネスマネジメント
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